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本
講
演
で
は
、
未
来
派
活
動
期
（
創
立
宣
言
が
発
表
さ
れ
た
一
九
〇
九
年

か
ら
創
立
者
マ
リ
ネ
ッ
テ
ィ
が
死
去
す
る
一
九
四
四
年
ま
で
と
さ
れ
る
）
の
う

ち
、
創
立
初
期
の
テ
ク
ス
ト
に
的
を
絞
り
考
察
が
進
め
ら
れ
た
。
ま
ず
、

マ
リ
ネ
ッ
テ
ィ
に
よ
る
女
性
描
写
が
見
ら
れ
る
複
数
の
テ
ク
ス
ト
を
参

照
す
る
に
あ
た
り
、『
未
来
主
義
者
マ
フ
ァ
ル
カ
』（
一
九
一
〇
）
に
現
れ

る
女
性
像
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
突
破
口
と
し
た
。
さ
ら
に
、
ヴ
ァ
ラ

ン
テ
ィ
ー
ヌ
・
ド
ゥ
・
サ
ン
＝
ポ
ワ
ン
が
記
し
た
、
マ
リ
ネ
ッ
テ
ィ
へ

の
返
答
と
な
る
『
未
来
派
女
性
宣
言
』（
一
九
一
二
）、『
未
来
派
肉
欲
宣

言
』（
一
九
一
三
）
が
対
照
項
に
挙
げ
ら
れ
た
。
小
説
『
未
来
主
義
者
マ

フ
ァ
ル
カ
』
は
、
マ
リ
ネ
ッ
テ
ィ
着
想
に
よ
る
キ
ー
テ
ー
マ
が
散
り
ば
め

ら
れ
た
実
に
興
味
深
い
物
語
だ
。

︱
ア
フ
リ
カ
の
王
マ
フ
ァ
ル
カ
が
王

子
を
産
む
。
女
性
の
関
与
な
し
に
産
ん
だ
そ
の
王
子
と
は
、
夜
も
眠
ら
ず

覚
醒
し
て
い
る
翼
を
生
や
し
た
不
死
身
の
超
人
で
あ
る
。

︱
こ
の
よ
う

に
生
命
誕
生
に
際
し
女
性
の
存
在
が
不
要
と
さ
れ
る
う
え
に
、
マ
フ
ァ
ル

カ
が
愛
情
と
敬
意
を
示
す
女
性
で
あ
る
か
れ
の
母
親
は
、
既
に
墓
に
眠
る

存
在
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
小
説
を
引
用
し
て
強
調
さ
れ
た
重
要
な
論
点

と
は
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
こ
の
作
品
を
マ
リ
ネ
ッ
テ
ィ
の
女
性
蔑
視
主
義

の
証
左
と
捉
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
点
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
マ
リ
ネ
ッ

テ
ィ
に
よ
る
ス
キ
ャ
ン
ダ
ラ
ス
な
指
南
書
『
い
か
に
し
て
女
を
誘
惑
す
る

か
』
の
出
版
を
契
機
と
し
た
、
雑
誌
『
未
来
主
義
イ
タ
リ
ア
』
上
に
展
開

未
来
派
と
女
性
︱
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
運
動
初
期
の
偏
見
と
修
正
、
理
論
と
神
話
（
一
九
〇
九
︱
一
九
一
八
）

報
告
　
横
田
さ
や
か  

　
二
十
世
紀
初
頭
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
同
時
多
発
的
に
興
き
た
歴
史
的
ア

ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
の
な
か
で
も
、
と
り
わ
け
イ
タ
リ
ア
未
来
派
（
未
来
主

義
）
は
、男
性
優
位
主
義
的
人
間
像
を
掲
げ
た
運
動
で
あ
り
、そ
れ
は
「
女

性
蔑
視
を
賛
美
し
た
い
」（『
未
来
派
創
立
宣
言
』
一
九
〇
九
）
と
い
っ
た
暴

力
的
な
言
葉
遣
い
に
象
徴
さ
れ
る
と
解
釈
さ
れ
う
る
。
そ
う
し
た〝
炎
上
〟

を
狙
う
未
来
派
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
的
手
法
に
ば
か
り
焦
点
が
当
て
ら
れ
、

現
象
と
し
て
の
未
来
派
の
多
面
性
は
見
過
ご
さ
れ
が
ち
だ
。
そ
の
多
様
な

ア
ス
ペ
ク
ト
の
一
面
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
、
た
と
え
ば
芸
術
実
践
に
お
い

て
未
来
派
と
い
う
活
動
の
場
を
得
た
女
性
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち
の
豊
か

な
作
品
創
作
も
、
未
来
派
に
み
ら
れ
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
表
象
を
め
ぐ
る
問
題

系
も
、
戦
後
の
芸
術
批
評
の
俎
上
に
上
が
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
今

世
紀
に
入
り
改
め
て
こ
れ
ら
の
論
題
へ
関
心
が
向
け
ら
れ
た
ば
か
り
で

あ
る
。
本
講
演
に
お
迎
え
し
た
ロ
ー
マ
・
ラ
・
サ
ピ
エ
ン
ツ
ァ
大
学
の
チ
ェ

チ
リ
ア
・
ベ
ッ
ロ
講
師
は
、
未
来
主
義
の
と
い
う
形
容
を
つ
け
た
作
品
を

執
筆
し
た
女
性
作
家
の
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
を
編
纂
し
（
二
〇
〇
七
）、
未
来

派
の
文
学
テ
ク
ス
ト
に
お
け
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
表
象
に
つ
い
て
詳
細
に
論

じ
た
研
究
書
を
出
版
し
て
い
る
（
二
〇
一
三
）。
未
来
派
と
は
、
は
た
し

て
男
性
優
位
主
義
で
あ
っ
た
の
か
？
　
女
性
た
ち
の
未
来
派
文
学
に
は

何
が
書
か
れ
た
の
か
？
　
こ
う
し
た
問
い
を
丹
念
な
一
次
資
料
調
査
と

テ
ク
ス
ト
読
解
を
通
し
て
追
究
し
て
き
た
第
一
人
者
で
あ
る
。
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し
た
一
九
一
七
年
の
論
争
が
重
要
な
転
換
点
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。
女
の

口
説
き
方
と
い
う
狙
い
通
り
物
議
を
醸
し
た
こ
の
出
版
物
に
応
じ
て
雑

誌
上
に
意
見
し
た
女
性
た
ち
は
、
未
来
派
と
い
う
芸
術
の
現
象
の
な
か
に

身
を
お
い
て
、
と
き
に
マ
リ
ネ
ッ
テ
ィ
と
の
共
著
と
し
て
作
品
を
書
い
た

作
家
た
ち
で
あ
っ
た
。
未
来
派
の
煽
動
者
で
あ
り
続
け
た
マ
リ
ネ
ッ
テ
ィ

こ
そ
、
女
性
に
画
家
や
作
家
と
し
て
の
活
動
の
場
を
開
き
、
女
性
に
よ
る

新
し
い
芸
術
の
可
能
性
を
見
通
し
て
い
た
事
実
は
、
第
一
次
大
戦
と
い
う

社
会
的
転
換
点
を
越
え
、
そ
の
後
の
未
来
派
の
展
開
の
多
様
性
に
証
明
さ

れ
て
い
く
こ
と
と
な
る
。

　
講
演
に
続
き
、
報
告
者
は
本
報
告
の
冒
頭
に
述
べ
た
よ
う
に
、
イ
タ
リ

ア
の
未
来
派
研
究
に
お
け
る
ベ
ッ
ロ
に
よ
る
研
究
成
果
の
意
義
を
解
説

し
た
。
続
い
て
、
考
察
対
象
と
な
っ
た
テ
ク
ス
ト
が
内
包
す
る
両
義
性
に

敏
感
に
反
応
す
る
ベ
ッ
ロ
の
丁
寧
な
読
解
手
法
を
高
く
評
価
し
た
う
え

で
述
べ
ら
れ
た
、
和
田
忠
彦
本
学
名
誉
教
授
に
よ
る
コ
メ
ン
ト
は
、
未
来

派
と
女
性
を
め
ぐ
る
テ
ー
マ
か
ら
発
展
し
う
る
関
連
テ
ー
マ
へ
の
相
関

関
係
を
示
し
た
。

︱
イ
タ
リ
ア
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
限
界
を
体
現
し
た
と

い
え
る
未
来
派
と
フ
ァ
シ
ズ
ム
、『
未
来
主
義
者
マ
フ
ァ
ル
カ
』
に
み
ら

れ
る
機
能
美
学
的
な
可
能
性
と
失
敗
、
同
時
代
の
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
に

属
さ
な
い
作
品
、
さ
ら
に
は
ネ
オ
・
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
に
み
ら
れ
る
女

性
像
と
は
。

︱
こ
う
し
た
刺
激
的
な
問
い
か
け
も
き
っ
か
け
と
な
り
、

会
場
で
は
活
発
な
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
た
。
本
講
演
は
、
異
な
る
関
心
領

域
か
ら
集
ま
り
会
場
を
埋
め
た
聞
き
手
の
誰
に
と
っ
て
も
刺
激
的
な
内

容
で
あ
っ
た
こ
と
と
思
う
。
な
お
、
本
講
演
の
和
訳
原
稿
が
『
立
命
館
言

語
文
化
研
究
』（
三
十
二
巻
二
号
、
粒
良
麻
央
訳
）
に
掲
載
さ
れ
る
予
定
で

あ
る
。

総
合
文
化
研
究
所
共
催
　
講
演
会

Il futurism
o e le donne: pregiudizi e correttivi, teoria e m

ito nelle 
prim

e fasi del m
ovim

ento d’avanguardia (1909-1918) 

未
来
派
と
女
性

︱
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
運
動
初
期
の
偏
見
と
修
正
、
理

論
と
神
話
（
一
九
〇
九
︱
一
九
一
八
）

日
時
：
二
〇
一
九
年
六
月
二
十
七
日
（
木
）

場
所
：
東
京
外
国
語
大
学
　
研
究
講
義
棟
四
階
　
四
二
二
教
室

講
師
：
チ
ェ
チ
リ
ア
・
ベ
ッ
ロ
（
ロ
ー
マ
・
ラ
・
サ
ピ
エ
ン
ツ
ァ
大
学
）

主
催
：
「
歴
史
的
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
の
作
品
と
芸
術
実
践
に
お
け

る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
を
め
ぐ
る
言
説
と
表
象
の
研
究
」
日
本
学
術

振
興
会
科
学
研
究
費
基
盤
研
究(

B)

　
研
究
代
表
者
　
西
岡

あ
か
ね

共
催
：
東
京
外
国
語
大
学
総
合
文
化
研
究
所

後
援
：
立
命
館
大
学
国
際
言
語
文
化
研
究
所

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
：
和
田
忠
彦
（
本
学
名
誉
教
授
）

　
　
　
　
　
　
　
　
横
田
さ
や
か
（
東
京
大
学
特
別
研
究
員
）

司
会
：
小
久
保
真
理
江
（
本
学
特
任
講
師
）

通
訳
：
土
肥
秀
行
（
立
命
館
大
学
教
授
）


